
（別紙４）

(単位：千円）

担当部局課名 メールアドレス

担当者氏名

電話番号

⑵ ⑶① ⑶② ⑷ ⑽ ⑾ ⒀

年 月 年 月 指標値
目標
年月

金額

合計： 10,000 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ① ② ③ ④ ⑤ 0

元気な起業家応援
事業

　本町における中心市街地
は、消費の低迷などにより
空き店舗が目立ち、事業活
動が低迷している状況にあ
る。
　起業・創業の促進を行う
ことにより、新たな雇用及
び多様な人材確保による中
心市街地の賑わい創出を図
る。

起業・創業資金の一部支援

・起業・創業に必要な経費
の支援（補助率2/3）
・空き店舗家賃補助（補助
率10/10）

※上記2項目の併用を可と
し、合わせて200万円の限
度額とする。

4,500 H27.9（補正） 27 9 28 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
起業・創業支援件
数：3件

H28.3

・基本目標「地域での
基幹産業を守り育て、
強化するとともに新た
な産業と雇用の場をつ
くる」
・数値目標
  「従業者数の増加：
3％（H26年比）」
・数値目標である雇用
の創出につながるもの
であり、新たな産業に
つながる事業である。

産官学金労言に住民2
名を含めた組織である
「美幌町まち・ひと・
しごと創生推進委員
会」をH27.7に設置
し、10名体制による
PDCAサイクルによる計
画審議・検討・結果検
証などを行う。

該当なし 0

経済部商工
観光グルー
プ商工労政
担当

美幌町商店街活性
化事業

　活気が薄らいでいる商店
街を活性化させ、町内の飲
食店の周知やリピーターを
増やすため、若年者・子育
て世代をターゲットとした
飲食店巡りなどのイベント
を実施する。
　これにより商店街の魅力
を発信し、持続的・自立的
な発展を目指し、経済の活
性化と住みごこちの向上を
図る。

イベントに係る運営費等

・宣伝広告費
・景品などの物品費
・プレミアム補助費
・参加者輸送費
・雑費

5,500 H27.11（補正） 27 10 28 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○

・満足度調査「満
足」「概ね満
足」：95％以上
・また美幌町若し
くはお店に来たい
人の割合：90％以
上

H28.3

・基本目標「住み続け
たいと思える生活環境
を整える」
・数値目標
　「美幌町に住み続け
たい」「住みよい」と
思う人の割合の増加
・数値目標の満足度調
査につながる取組であ
り、当町の魅力を発見
してもらう事業であ
る。

産官学金労言に住民2
名を含めた組織である
「美幌町まち・ひと・
しごと創生推進委員
会」をH27.7に設置
し、10名体制による
PDCAサイクルによる計
画審議・検討・結果検
証などを行う。

該当なし 0

経済部商工
観光グルー
プ商工労政
担当

⑿

地方版総合戦略策定時期 平成27年10月

⑹①⑸ ⑼⑻⑺⑹②

平成26年度　地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金（地方創生先行型）実施計画
【上乗せ交付分】（タイプⅡ）

都道府県名

市町村名

都道府県・市町村コード（５桁）

施設整備（補修を含む）等のハー
ド事業を含む場合は、その内容・
金額

本事業における重要業績
評価指標（ＫＰＩ）

Ｎｏ
交付対象事業の名
称

事業の概要：目的

※本交付金の目的の趣旨に
沿ったものであることを記
入

事業の概要：交付金を充当
する経費内容

※1　全体の施策の一部に
本交付金を充当する場合
は、全体の事業についても
記入。

※2　個人等に対する給付
事業の場合は、その旨記入

地方版総合戦略に盛り
込む基本目標及びその
数値目標と本事業との
関係

効果検証の方法、時期
及び体制

基礎交付分で示しているメ
ニュー例の各分野に該当して
いる場合はその番号（①UIJ
ターン助成、②地域しごと支
援事業等、③創業支援・販路
開拓、④観光振興・対内直接
投資、⑤多世帯交流・多機能
型ワンストップ拠点（小さな
拠点）、⑥少子化対策（地域
消費喚起等型対応等を除
く。）
※　複数可

まち・ひと・しごとの創
生に向けた政策５原則と
の関係

①自立性
②将来性
③地域性
④直接性
⑤結果重視

担当
部課名

01543

美幌町

北海道 senryakut@town.bihoro.hokkaido.jp

10,000⑴　申請額

0152-73-1111（内線330）

森久保　舞子

総務部まちづくりグループ

備考

事業
始期

事業
終期

交付対象事業に
要する費用

予算
計上時期


